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Abstract

Since 1967 the TOHOKU linac operated total about 70,000 hours. Now, linac 

was stopped for the construction of new Stretcher-Booster Ring. We are 

constructing new beam transport system for new STB Ring.

東 北 大 リ ニ ア ッ ク の 現 状

1 . ま え が き
東 北 大 リ ニ ア ッ ク は 、 1 9  6 7 年に 

完 成 し 、 エ ネ ル ギ ー 圧 縮 装 置 （E C S ， 
7 6 年 ） " 、 パ ル ス ビ ー ム ス ト レ ッ チ  
ャ ー （S S T R 、 8 1 年 ） 2) を 加 え 、 
ユ ー ザ ー の 要 望 に 応 え て き た 。 しかし 

な が ら 、 そ の 後 1 0 年 余 進 展 が な か っ  
た が 、 ようやく  9 5 年 に 予 算 が み と め  
ら れ 、 ス ト レ ッ チ ャ ー • ブ ー ス 夕 ー リ  
ン グ （S T B ) 3 ) の 建 設 が 始 ま っ た 。 
既 設 の リ ニ ア ッ ク は S T B の 入 射 器 と  
し て 使 わ れ 、 そ の た め の 入 射 系 を 新 た  
に 設 計 し た 。 な お 、 電 磁 石 は 既 存 の も  
の を 用 い た 。

2 .  S T B 入 射 器
S T B は 入 射 ビ ー ム を 3 0 0 M e V 

と し て 設 計 さ れ て い る 。 し か し 、 リニ 
ア ッ ク の 現 状 は 必 ず し も そ れ を 満 足 す  
る よ う な 性 能 で は な い 。 S T B 建 設 の  
た め 9 4 年 1 0 月 の シ ャ ッ ト ダ ウ ン 時  
に リ ニ ア ツ グ の 性 能 を 測 定 し た 4)。 そ

の 結 果 、 最 高 エ ネ ル ギ ー は 2 2 0 M e 

V で あ っ た 。 3 0 0 M e V に は ほ ど 遠  
い が 、 当 面 S T B の 完 成 に 全 力 を 挙 げ 、 
完 成 後 に 人 射 器 と し て の リ ニ ア ッ ク の  
性 能 を 向 上 ざ せ る 方 針 で あ る 。

手 始 め に は 、 5 台 の ク ラ イ ス ト ロ ン  
を す ベ て 2 5 M W 運 転 で き る よ う に す  
る。 そ の 時 の エ ネ ル ギ ー は 2 5 0 M e 

V が 予 想 さ れ る 。 こ の エ ネ ル ギ ー ま で  
は R F 加 速 を し な く と も 連 続 ビ ー ム が  
取 り 出 せ る の で 原 子 核 の 実 験 に 初 期 の  
段 階 で も 使 用 で き る 。

3 .  9 5 年 度 の 共 同 利 用

1 0 シ フ 卜 （1 シフ卜
実 験 ( I 系 ） を

1 2 時 間 ） 実
験 室 も機 器の 一

T B 建 設 の た め
て い る o

4 • 新 偏 向 系
S T B を 建 設 す る 第 2 実 験 室 は リ ン



グ の 他 、 実 験 用 の ス ぺ ク ト ロ メ 一 夕 i)

あ り さ らに V ン グ に 組 み 込 む 内 部 標

的 の 実 験 設 備 等 多 く の 機 器 が あ る o そ

れ ら の 配 置 図 を 第 1 図 に 示 す 。 こ の た

め 従 来 の ビ 一 ム ラ イ ン の う ち 、 パ ル

ス ビ 一 ム を そ の ま ま 実 験 室 に 導く ラ ィ

ン は ヽ 従 来 の I 系 か ら 下 流 に 5 • 5 m

移 設 、 ま た S T B の 入 射 系 は 新 m 系 と

し、 新 た に 設 計 し た 5 ) 。 た だ し 新 m 系

の 4 5
o

偏 向 電 磁 石 2 台 と 四 極 電 磁 石

は 旧 m 系 に 使 用 し て い た も の を 活 用 し

た 。 新 m 系 は 現 在 の V ニ ア ッ ク の 性 能

を 実 測 し 、 そ れ を S T B 入 射 に 最 も適

す る よ ろ に 設 計 し た 6 ) 。 電 磁 石 室 の 新

配 置 を 第 2 図 に 示 す 。

5 0 新 偏 向 系 の 建 設

第 2 実 験 室 で の 実 験 は 9 4 年 1 0 月

か ら 停 止 し 、 残 留 放 射 線 を 減 衰 さ せ て  

い た が 、 1 日 数 1 0  “ S v 程 度 の 作 業  

被 曝 が あ る 7)。 勿 論 、 電 磁 石 や ス リ ッ  

ト に は 鉛 の 板 で 覆 い を し た 。 こ の こ と  

を 考 慮 し 、 新 し ぐ 製 作 し た 真 空 ダ ク ト  

は 残 留 放 射 線 の 少 な い ア ル ミ 合 金 製 と  

し た 。 ま た 分 析 ス リ ッ ト を 簡 単 な 構 造  

と す る た め に 最 初 の 偏 向 電 磁 石 の す ぐ  

後 に 、 銅 製 の コ リ メ ー タ を 設 置 し て い  

る 。 工 事 は 作 業 被 曝 が 偏 ら な い よ う に  

研 究 者 も 動 員 し て 行 っ て い る 。 作 業 に  

精 通 し て な い た め の 、 総 被 曝 量 は 少 し  

増 え る が や む 終 え な い と 考 え て い る 。 

こ の 工 事 も 、 電 磁 石 、 ス リ ッ ト な ど の  

ア ラ イ メ ン ト は ほ ぼ 終 わ り 、 9 月 初 旬  

に は 完 成 す る 予 定 で あ る 。 そ の 後 I 系 

の 実 験 だ け 再 開 す る 。

6 • 再 ア ラ イ メ ン ト

再 構 築 を 機 会 に 宮 城 沖 地 震 な ど で の  

変 化 を 調 べ た 。 E C S 系 に は 若 干 の 狂  

い が あ っ た 。 そ れ を 再 ア ラ イ メ ン ト で

0. 2 ミ リ 以 下 の 精 度 で あ わ せ た 。

ま た 、 加 速 器 本 体 室 ど 第 2 電 磁 石 室  

に 多 少 の ね じ れ が あ る よ う で あ る 。
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第 1 図 S T B 配置図

第 2 図 新 偏 向 系 配 置 図
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